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「第28回全国公立高等学校事務職員研究大会研究集録」(1970年代各種団体2889) 

コンピュータがやって、くる…？ 
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《パンチカードの導入》 

上の写真は、山口県で昭和49年

(1974)7月に開催された第28回全国公

立高等学校事務職員研究大会の資料

集から、山口県の公立高等学校における

備品管理用のハンドソートパンチカードの

実例を表示した部分です。 

パンチカードは、カードに一定の規則に

従って穴を開け、そこに電気やピン(棒。

ソーターと呼ばれる)を通すことでカードを読

み込んだり、分けたりできるもので、分類・

集計等に使われました。中でも、ハンド

ソートパンチカードは手で選別操作をする

ものです。 

黒い丸で表示された部分が初めから穴

の開いている場所で、それぞれに金額や品

目の分類、日付等、一つずつ意味が割り

当てられています。半楕円に塗りつぶされ

た部分は、カードの情報に従って実際に穴

をカードの端まで切欠いて穴でなくした箇

所です。例示されている電子計算機の場

合では、購入価格が12万円だったので、

カード右上「価格」欄の「10万以上」のとこ

ろの穴にパンチを入れて切欠きを作ってい

ます。10万円以上した物品を調べたいと

きは、ここにソーターを通して持ち上げると、

10万円以上した物品のカードだけがピンに

引っかからずに残るという仕組みです。現

在の表計算ソフトの検索やフィルターに似

たことがカードでできるようになっています。 

カードに穴を開けて情報を管理する方

法は、機械式にしろ、手動式にしろ、19

世紀に欧米で考案・開発されました。ハン

ドソートパンチカードが日本で普及するのは

昭和30年前後のことで、この頃に同システ

ムの概説書が多く出版されています(日本

事務能率協会編『ハンドソートパンチカー

ドシステム』、平山健三ほか編『パンチカー

ドの理論と実際』(共に1957年刊)等)。

山口県の公立高等学校では、机や黒板

等、同種の備品が複数の教室にある等、

学校特有の状況を考慮して、管理に適し

たシステムを昭和47年に構築し、逐次移

行していきました。 

「学校事務の手引き」 

(1960年代各種団体3026) 

昭和30年代後半から、事
務の合理化、効率化のもと、
さまざまな手法がとりいれられ
ました。写真のプロセスチャー
トも、処理手続きを一定の規
則のもとに図式化もので、業
務伝達の簡便化のために導
入されました。 

このような、記号化できるレ
ベルでの組織・業務分析が、
その後のOA化に大きく影響し
ました。 

 
購入価格 

 

切欠き 



第14回中国四国地区アーカイブズウィーク(山口県文書館) 

 

 《カードシステム導入の裏で》 

しかし、この頃には、山口県庁は電子化、つまりコン

ピュータ化へ舵を切っていました。昭和44年4月に電子計

算機導入準備室が設置され、同46年4月には電子計

算課へと改組、「電子計算組織利用の将来構想と課

題」(1970年代企画1083)を作成しています。当然、

高等学校の物品管理も将来的には電子化の対象で

す。学校事務の対応は遅きに失したのでは？と考えたくも

なります。 

この経緯を、この報告書に沿ってみてみますと、県では

昭和36年に物品分類等のコード化を終え、カード式の

管理を始めました。高等学校も導入しようとしましたが、

県庁と高等学校とでは、使用物品も物品管理のあり方

も大きく異なるため、県庁の物品分類のコードが使えませ

んでした。そこで2年後に山口県公立高等学校事務職

員協会で物品管理表作成委員会を立ち上げ、学校事

情に即した管理方法を研究、県用度課や関係施設の

協力も得ながら実用化に至ったということです。 

県庁の動きから大幅に遅れたのは、コードが合わなかっ

たことが主因のようです。パンチカードシステムを導入する

際には、管理対象を体系的に分類し、番号(符号)を与

えます。最も身近なものは図書館の10進分類法でしょう

か。コンピュータ検索機がない場合、これがよくできていな

いとうまく検索できません。パンチカードの手引書でも、管

理対象の構造的把握に基づくコード化の重要性は再三

述べられます。今回の件も、ここで躓いたのでした。 

《無駄だったのか…？》 

山口県における行政事務の電子化は進み、県内の高

等学校でも、昭和のうちにパンチカードは姿を消したようで

す。しかし、実用化から10年くらいしかもたなかったこの取り

組みが無駄だったとは言い切れないのです。 

電子化初期の情報入力には、機械式のパンチカードが

使われました。その際、カード導入時に作成したコードが下

敷きになって作業がおこなわれました。 

モノに付帯していた管理情報が帳簿へと切り離され、

カードになって並べ替えが、コード化されて単純な(機械的

な)操作での処理が、順次可能になっていきました。パンチ

カードシステムの実用化は、帳簿による情報管理からコン

ピュータでの情報管理へと、橋渡し的な役割を果たしたので

した。 

1970年代各種団体2889に掲載された山口県公立
高等学校の消耗品のコード表。カードシステムにはコード
表が不可欠でした。 

同時期、ハンドソートパンチカードシステムとコンピュータを併用し
ていた大阪府の高等学校の、(上)ハンドソートパンチカードと、
(下)パソコン入力用のパンチ式データカード。情報項目や符号
が対応しています(1970年代各種団体2889)。 
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